
はじめに

　中国地方は、「第四次全国総合開発計画」（四全総、昭和６２年６月）において、明確な

圏域整備の方向が示されなかった。このため、中国経済連合会では平成３年以降、ポス

ト四全総に向けて、行政機関、関係経済団体、研究者等と連携を取りつつ、中国地方の

統一的なビジョンの構築を行ってきた。その成果が「中国地方発展ビジョン～三海二山

交流圏構想」（平成８年２月）である。

　平成１０年３月に、国土づくりの長期的な方向性が示す「２１世紀の国土のグランドデザ

イン（全総）」が閣議決定された。中国地方は「多様な主体の参加と連携の下でグロー

バルな交流を進める多軸・分散型発展の先導的地域」と位置づけられ、東西２本の国土

軸の形成と、南北に結ぶ複数の地域連携軸の形成など、「中国地方発展ビジョン」などで

の当会の主張がほぼ盛り込まれた。また、平成１１年３月に閣議決定された「中国地方開

発促進計画」においては、当地域の発展に向けた施策の展開方向がより具体的に示され

た。

　＊「三海二山」とは、中四国がそれぞれの地域資源を活かしながら、東西南北方向に

多様で活発な交流・連携を展開することによって、広域的な経済文化交流圏が中国

山地と四国山地という二つの山を越えて、日本海、瀬戸内海、太平洋という三つの

海に広がり、さらに海外へと連なっていく様子を表している。

１．「中国地方発展ビジョン～三海二山交流圏構想」

　中国地方は、日本海沿岸、瀬戸内海沿岸、中山間地など多様な立地条件のもとで、大

小さまざまな都市が適度に分布する分散型地域構造が特徴である。これらの都市が相互

に連携・補完することで、より多様で選択性のある生活、産業、文化、国際交流などの
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実現への歩み
�����������	
�
�
��　������������	��
�����
����������
�
���（��������	

�������������	��
	������
�
���
�����������������	�）

中国経済連合会　　　　　　　

�企画部長　小　早　川　　　　隆



展開が可能となり地域全体のポテンシャルが増大する。この連携・交流を支える基盤と

して、日本海国土軸や中四国循環型地域連携軸などの整備の必要性を取りまとめたもの

が、「中国地方発展ビジョン」である。

　策定にあたっては、平成４年度の中国地方知事会において、産学官による「中国地方

発展推進協議会」の設立を合意し、その後、広島市の合意も得て、鳥取、島根、岡山、

広島、山口の各県知事と広島市長ならびに当会会長を構成員とする本協議会を組織し、

各構成員の意見の集約・調整を行なってきた。更に、策定後は、関係省庁等への提言活

動やシンポジウムなどを実施した。これら活動を通じて、「三海二山交流圏構想」は、

中国地方の発展の方向性を示す合言葉として、経済界のみならず関係自治体等において

も広く使用されることとなり、その後の各種提言の基本理念となっている。

２．「中国地方発展ビジョン」の展開のための構想

�１ 　「瀬戸内海グランドデザイン」および「瀬戸内海歴史文化回廊」

　世界有数の多島美を誇る瀬戸内海は、豊かな自然、歴史・文化等の地域資源、軽工業

から重化学工業までの多様な産業などが集積している。この地域に生活・産業・交流の

場として調和のとれた交流圏を形成することが、中四国地方の一体的発展に不可欠であ

る。このため、当会が事務局となり、瀬戸内海沿岸６県（岡山、広島、山口、徳島、香

川、愛媛の各県）と四国経済連合会で構成する「瀬戸内海交流研究会」を設立し、「ネッ

トワーク型世界都市圏の形成」と「海と島を活かしたインランドシー・パティオの創造」

を内容とする「瀬戸内海グランドデザイン」（平成８年１１月）を策定した。

　また、本デザインの具体化に向けて、多方面にわたる有識者で構成する「歴史文化回

廊研究会」を設置し、歴史・文化資源をストーリー性のある統一テーマ（瀬戸内水軍、

祭りと芸能、文学美術など）のもとでネットワーク化した「瀬戸内海歴史文化回廊」（平

成９年１０月）を策定した。

�２ 　「山陰・日本海国土軸グランドデザイン」および「山陰・日本海歴史文化回廊」

　山陰・日本海沿岸地域は、日本の原風景とも言える美しい自然や、かつて日本の表舞

台として栄えた古代史跡など豊富な地域資源を有している。環日本海交流への注目が高

まる中、当地域がさまざまなネットワークを通じて一体的に結びつくことで、２１世紀の

日本の発展を支える重要な国土軸となる可能性が高い。このため、当会では、当地域の

産学官から構成された「日本海グランドデザイン研究会」を設立し、「山陰エコ・バレー

都市構想」、「山陰ネットワーク回廊構想」などを内容とする「山陰・日本海国土軸グラ

ンドデザイン」（平成１０年３月）を策定した。

　また、これらの具体的展開として、産学官で構成する「山陰・日本海歴史文化回廊調

査委員会」を設置し、広域観光も視野に入れ、テーマ別（神話、　維新、　文学、　伝統工芸な
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ど）に分類・ルート化した「山陰・日本海歴史文化回廊」（平成１１年３月）を策定した。

�３ 　広域都市圏の形成に向けて

　当会では、グランドデザイン（全総）を地域自らの選択と責任で具体化していくこと

が大きな課題と認識し、２つの国土軸の結節点である「山口県西部地域の振興構想」（平

成１１年３月）や、中枢拠点都市と位置付けられた「備讃瀬戸広域都市圏（岡山・倉敷・

高松都市圏）の形成に向けて」（平成１１年３年）の策定を行った。

�４ 　都市圏グランドデザインの検討

　当会では、平成１２年度事業として、少子高齢化・過疎化が進行し成長の極となる地域

が限定されつつある中国地方において、広域的な視点から成長の極となる都市圏のグラ

ンドデザイン（発展戦略、整備方向、周辺地域への波及効果等）の検討を行うこととし

ている。

３．おわりに

　今後とも、当会では、国と地方との役割分担の明確化や地方への権限・財源の移行な

どにも留意しつつ、関係諸機関と連携を取りながら、「中国地方発展ビジョン」や「中

国地方開発促進計画」の具体化に向けた諸活動を展開していきたい。
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表　中国経済連合会が策定した各種地域ビジョンと国土計画




